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＊プログラムおよび内容は予告なく変更することがございます。悪しからずご了承ください。 
※各時限の途中で５分ほど休憩をいれる予定です。 

講 師  テ ー マ  

 （09:55-10:00） 挨拶（注意事項等） 

第 1時限 

（10:00～11:50） 米国再輸出規制の基礎 

CISTEC 

国際輸出管理調査・協力部 

上席主任研究員 

久保田 慎一 

 なぜ米国法を学び、遵守する必要があるのか？ 
 米国輸出管理規則(EAR)の読み方 
 外為法と異なるEARの全体構造とは？ 

 EARの理解の必須事項の一般禁止事項とは？ 

 実務上重要なデミニミスルール、直接製品規制とは？ 

昼 食 休 憩 11:50～12:50 

第２時限 

（12:50-14:55） 
米国再輸出規制の基礎及び実務 

CISTEC 

参与 新留 二郎 

 許可の不要な特例について学ぶ 
 米政府の許可の要否はどの様に判断するのか？ 
 演習で許可の要否の判断を経験する 
 懸念のある用途・需要者とは？ 
 禁輸・テロ支援国向けにはどの様な規制があるの？ 
 EARの最近の主な動向を知りたい 

休 憩 （ 14:55～15:05） 

第３時限 

（15:05-16:25） 

再輸出規制のケース・スタディ 
－ケース・スタディで第１時限目及び第 2時限目の理解を更に深める－ 

国立大学法人東京科学大学 

国際支援センター 

国際コンプライアンス支援室 

国際連携推進アドバイザー 

福井 誠司 

 組込品の組込比率はどの様に計算するの？ 

 組込比率の計算を省略できないか？ 

 分かり易いカントリー・グループ（国群） 

 禁輸国等にPCは持ち込めないの？ 

16:25～17:00 

質 疑 応 答 

（ご質問は本講義内容についてのみとし、当日10:00～16:30の間メールにて

受け付けます。） 

質疑応答専用メールアドレスは別途ご連絡します。 

 
2025年度 安全保障貿易管理研修会 

Web ライブ配信セミナー 

米国法の基礎と再輸出規制の実務 
 

開催日：2026年 1月 16日 

     


